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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 68,144 18.9 4,197 － 4,294 － 4,146 －

2021年３月期第３四半期 57,333 △17.0 △1,291 － △1,320 － △4,088 －

（注）包括利益 2022年３月期第３四半期 4,230百万円（－％） 2021年３月期第３四半期 △4,111百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 402.35 －

2021年３月期第３四半期 △396.80 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 130,581 53,651 41.1

2021年３月期 127,806 49,413 38.7

（参考）自己資本 2022年３月期第３四半期 53,651百万円 2021年３月期 49,413百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2022年３月期 － 0.00 －

2022年３月期（予想） 100.00 100.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 94,600 17.6 5,900 － 5,800 － 5,800 － 562.81

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期３Ｑ 10,338,884株 2021年３月期 10,338,884株

②  期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 31,791株 2021年３月期 33,380株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 10,306,606株 2021年３月期３Ｑ 10,304,437株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  　-社  （社名）　　　　　　　　　　、除外  　-社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無
（注）詳細は、添付資料７ページ「３．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記

事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた

っての注意事項等については、添付資料 ２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想な

どの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く環境は、新型コロナウイルス感染症に起因して電

子部品の需給ひっ迫や世界的なサプライチェーンの混乱などで一部の生産活動が停滞した一方、各国の経済回復

に向けた施策に支えられて景気は持ち直し、総じて需要は底堅く推移しました。

当社グループは第15次中期経営計画の最終年度を迎え、「持続的成長に向けた製品戦略の加速」の方針に沿っ

た事業を展開するとともに、引き続き事業構造改革を推進しております。また、地球環境保護への取組みを経営

の重要課題の一つと位置付け、持続可能な地球環境と社会の実現に向けた活動をグループ一丸となって推進する

ことを目的に「環境ビジョン2050」を策定しました。本ビジョンをもとに、クリーンエネルギー製品、省エネ製

品の市場供給や新技術の開発等によって環境負荷低減の貢献度を継続的に高め、グローバルな環境先進企業を目

指してまいります。

このようななか、当第３四半期連結累計期間の売上高は68,144百万円（前年同期比18.9％増）、営業利益は

4,197百万円（前年同期は1,291百万円の損失）、経常利益は4,294百万円（前年同期は1,320百万円の損失）、親

会社株主に帰属する四半期純利益は4,146百万円（前年同期は4,088百万円の損失）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであり、セグメント間の取引については相殺消去して記載しております。

（デバイス事業）

デバイス事業の売上高は27,329百万円（前年同期比31.0％増）、営業利益は4,114百万円（前年同期は121百

万円の損失）となりました。

主力の自動車、産機および家電市場は、サプライチェーンの混乱などがみられたものの、需要は底堅く、増

収となりました。損益面においては、増収効果や事業構造改革による費用削減などが寄与し、増益となりまし

た。

（電装事業）

電装事業の売上高は34,492百万円（前年同期比16.7％増）、営業利益は2,588百万円（前年同期比182.8％

増）となりました。

主力の二輪向け製品は、新型コロナウイルス感染症の再拡大により一部地域で経済活動が制約され、下期に

かけて需要が減速したものの、前年同期からは増収となりました。損益面においては、増収効果や為替相場が

円安に推移したことなどにより、増益となりました。

（その他）

その他の売上高は6,323百万円（前年同期比8.3％減）、営業利益は426百万円（前年同期比0.9％減）となり

ました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は130,581百万円（前期末比2,774百万円増）となりました。これは、主

に現金及び預金が増加したことなどによるものであります。

また、負債は76,929百万円（前期末比1,463百万円減）となりました。これは、主に朝霞事業所建設費用の支

払いにより、その他流動負債が減少したことなどによるものであります。

純資産は53,651百万円（前期末比4,237百万円増）となり、自己資本比率は41.1％となりました。

以上の結果、１株当たり純資産は5,205円27銭となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2021年８月５日に公表した通期の連結業績予想に変更はございません。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、日本基準に基づき連結財務

諸表を作成しております。

国際会計基準（IFRS）の適用については、同基準の理解・習得、日本基準とのギャップ分析、導入における影響

度調査等の取組みを実施しており、それらの内容を踏まえつつ、国内外の諸情勢を考慮の上、適用の可能性や時期

等を検討してまいります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 26,646 30,346

受取手形及び売掛金 18,589 17,485

商品及び製品 7,593 8,534

仕掛品 4,500 5,398

原材料及び貯蔵品 10,976 13,237

その他 5,989 4,090

貸倒引当金 △21 △22

流動資産合計 74,273 79,069

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,594 17,891

機械装置及び運搬具（純額） 8,596 8,724

土地 4,535 4,527

リース資産（純額） 1,237 1,060

建設仮勘定 13,217 1,313

その他（純額） 1,909 1,948

有形固定資産合計 36,090 35,465

無形固定資産

ソフトウエア 648 503

リース資産 13 9

その他 294 281

無形固定資産合計 956 793

投資その他の資産

投資有価証券 15,370 14,119

繰延税金資産 334 353

その他 829 825

貸倒引当金 △48 △46

投資その他の資産合計 16,485 15,251

固定資産合計 53,532 51,511

資産合計 127,806 130,581

３．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 14,443 15,111

短期借入金 5,125 5,325

１年内償還予定の社債 1,525 1,475

リース債務 464 424

未払法人税等 48 121

賞与引当金 763 －

その他 9,301 5,312

流動負債合計 31,670 27,769

固定負債

社債 5,300 4,200

長期借入金 25,075 28,350

リース債務 1,065 934

繰延税金負債 406 277

退職給付に係る負債 12,760 12,877

製品保証引当金 1,897 1,667

資産除去債務 170 793

その他 47 60

固定負債合計 46,722 49,160

負債合計 78,393 76,929

純資産の部

株主資本

資本金 17,823 17,823

資本剰余金 7,731 7,733

利益剰余金 24,046 28,193

自己株式 △122 △117

株主資本合計 49,478 53,633

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,897 2,006

為替換算調整勘定 △2,678 △1,787

退職給付に係る調整累計額 △284 △200

その他の包括利益累計額合計 △65 18

純資産合計 49,413 53,651

負債純資産合計 127,806 130,581
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 57,333 68,144

売上原価 49,958 54,200

売上総利益 7,375 13,943

販売費及び一般管理費 8,666 9,746

営業利益又は営業損失（△） △1,291 4,197

営業外収益

受取利息 58 44

受取配当金 263 359

持分法による投資利益 38 143

受取ロイヤリティー 15 3

その他 220 110

営業外収益合計 596 662

営業外費用

支払利息 159 182

為替差損 315 100

その他 150 282

営業外費用合計 625 565

経常利益又は経常損失（△） △1,320 4,294

特別利益

投資有価証券売却益 333 1,033

固定資産売却益 － 64

特別利益合計 333 1,098

特別損失

投資有価証券評価損 － 36

投資有価証券売却損 － 0

減損損失 1,357 －

新型コロナウイルス感染症による損失 147 －

特別損失合計 1,504 37

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△2,492 5,354

法人税、住民税及び事業税 346 1,015

法人税等調整額 1,250 192

法人税等合計 1,596 1,208

四半期純利益又は四半期純損失（△） △4,088 4,146

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△4,088 4,146

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,388 △891

為替換算調整勘定 △1,535 851

退職給付に係る調整額 176 83

持分法適用会社に対する持分相当額 △51 39

その他の包括利益合計 △22 83

四半期包括利益 △4,111 4,230

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △4,111 4,230

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。)

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当

該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

これにより、販売促進の目的で取引先に支払う費用の一部を、従来は販売費及び一般管理費に計上しており

ましたが、第１四半期連結会計期間の期首より、売上高から控除して計上する方法に変更しております。ま

た、顧客への製品の販売における当社の役割が代理人に該当する取引について、従来は顧客から受け取る対価

の総額を収益として認識しておりましたが、当該対価の総額から第三者に対する支払額を差し引いた純額で収

益を認識する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

ただし、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前

の取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高が733百万円、売上原価が706百万円、販売費及び一般管理費

が27百万円それぞれ減少しておりますが、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響はあり

ません。また、利益剰余金の当期首残高への影響はありません。

なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方

法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号 

2020年３月31日)第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約

から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」(企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。)等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、四半期連結財務諸表に与

える影響はありません。
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（追加情報）

（朝霞事業所に係る有形固定資産の減価償却方法）

第１四半期連結会計期間より稼働した朝霞事業所に係る有形固定資産の減価償却方法については、定額法を

採用しております。これは、事業構造改革により研究開発機能・事業運営機能・営業機能等を朝霞事業所に集

約したことを契機として、有形固定資産の稼働見込みについて検討した結果、今後長期安定的な稼働状況が見

込まれるためであります。

（新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り）

当第３四半期連結累計期間において、前連結会計年度の有価証券報告書の（重要な会計上の見積り）に記載し

た新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する仮定について、重要な変更はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結損
益及び包括利
益計算書計上
額（注）３

デバイス
事業

電装事業 計

売上高

外部顧客への売上高 20,867 29,568 50,436 6,897 57,333 － 57,333

セグメント間の内部売上

高又は振替高
3,438 1 3,439 － 3,439 △3,439 －

計 24,306 29,569 53,875 6,897 60,773 △3,439 57,333

セグメント利益又は損失

（△）
△121 915 793 429 1,223 △2,515 △1,291

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 2020年４月１日　至 2020年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、エネルギーシステム事業及

びソレノイド事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△2,515百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用が

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

当第３四半期累計期間において、飯能工場の研究開発機能・事業運営機能としての活動の停止及び高麗

工場の操業停止を決定したため、固定資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を「その

他」および各報告セグメントに配分していない全社資産において、減損損失を計上しています。

なお、当該減損損失の計上額は、「その他」で104百万円、各報告セグメントに配分していない全社資

産で1,253百万円です。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結損
益及び包括利
益計算書計上
額（注）３

デバイス
事業

電装事業 計

売上高

外部顧客への売上高 27,329 34,492 61,821 6,323 68,144 － 68,144

セグメント間の内部売上

高又は振替高
4,360 2 4,362 － 4,362 △4,362 －

計 31,689 34,495 66,184 6,323 72,507 △4,362 68,144

セグメント利益 4,114 2,588 6,703 426 7,129 △2,932 4,197

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 2021年４月１日　至 2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、エネルギーシステム事業及

びソレノイド事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△2,932百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用が含まれて

おります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更に関する事項

（会計方針の変更）に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、

収益認識に関する会計処理を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の測定方法を同様に変更してお

ります。

この結果、収益認識会計基準等の適用前と比べて、当第３四半期連結累計期間におけるセグメントごとの

売上高は、デバイス事業で23百万円、電装事業で１百万円、その他で708百万円それぞれ減少しておりま

す。なお、これによるセグメント利益への影響はございません。
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